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まちだの台所事情まちだの台所事情 ―貯金（基金積立金）と借金（市債）はどれくらいあるの？―

  基金積立金（貯金）の状況  
　基金積立金は、家計にたとえると貯金にあたるものです。
　「財政調整基金」では、災害復旧など臨時の支出や経済事情の変動などで
収入（歳入）が足りない時に取り崩し、逆にお金が余った時には、貯金
（積立）して年度間の財源を調整しています。

　「その他特定目的基金」は、あらかじめ使いみちを決めて積み立てや取り
崩しをする基金で、公共施設整備等基金、福祉基金、緑地保全基金、職員
退職手当基金、介護保険給付費準備基金、廃棄物減量再資源化等推進整備
基金があります。
（※）今後、２０１１年度の剰余金などを積み立てていくことで、現在高を確保

していきます。

　市債とは、家計にたとえるとローンにあたるものです。
　公共施設などをつくるために必要となる多額の資金を「長期ローン」と
して借り、将来利用する市民との費用負担を公平にしています。ただし、借
金であることにはかわりはないので、借り入れには十分気をつけています。

２０１２年度末
現在高見込額
（※）

２０１２年度中　増減見込額
２０１１年度末
現在高見込額区分 当初予算

取崩見込額
当初予算
積立見込額

３５億４,８６３万円３４億２,６７８万円４４万円６９億７,４９６万円財政調整基金
５７億５,８５２万円２６億５,３７０万円５億３,８７４万円７８億７,３４７万円その他特定目的基金
９３億７１４万円６０億８,０４７万円５億３,９１８万円１４８億４,８４４万円合　　計

２０１２年度末
現在高見込額

２０１２年度中　増減見込額２０１１年度末
現在高見込額会計区分

元金償還見込額起債見込額
７０５億５,３８６万円５１億５,２８７万円９６億５,１７０万円６６０億５,５０３万円一般会計
５２７億２,７７５万円２４億５３７万円２４億７,１１０万円５２６億６,２０３万円下水道事業会計
１４７億３,７１２万円９億２,２０５万円－１５６億５,９１７万円病院事業会計
１,３８０億１,８７３万円８４億８,０２９万円１２１億２,２８０万円１,３４３億７,６２２万円合　　計
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市債現在高の推移
一般会計
特別会計

  市債（借金）の状況  

※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。

市民一人あたりの予算のつかいみち市民一人あたりの予算のつかいみち市民一人あたりの予算のつかいみち 2012年度一般会計予算額を、2012年１月１日現在の町田市の
人口（425,380人）で割って算出しました。

一般会計 一般会計 
高齢者の方がいきいきと暮らすために
・市内６か所のふれあい館の運営 ９１２円
・シルバー人材センターの支援 ５７３円
・市内１１６の老人クラブの支援 ３７７円
住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために
・あんしん相談室の設置や認知症高齢者支援 ５８７円
・緊急通報や食の自立支援など在宅高齢者支援、
　養護老人ホームへの入所措置 ２,４８６円
・介護の支え手の育成や支援など ４６０円
施設での介護サービスが必要な方のために
・特別養護老人ホームの整備など ６,１５８円
特別会計に対する市の負担（繰出金）
・介護保険事業会計繰出金 ４０,０２２円
・後期高齢者医療事業会計繰出金 ３９,２０８円

介護保険事業会計 介護保険事業会計 
介護サービスの給付
・特別養護老人ホームなど施設介護サービスや
　デイサービスなど居宅介護サービスの費用 ２３３,７２０円
介護が必要な状態を予防するために
・介護予防サービスの提供や、介護予防健診、
　介護予防教室の実施など １３,０７９円

後期高齢者医療事業会計 後期高齢者医療事業会計 
　７５歳以上の方の医療費は、東京都の全区市町村で組織す
る広域連合から支出しています。町田市の特別会計では、
医療費の財源として市が負担すべきものと、７５歳以上の方
の保険料を経理しています。

　高齢者福祉に関する予算は、一般会計では６.５％を占めています。また、一般会計のほかに、６５歳以上
の方の介護サービスは「介護保険事業会計」、７５歳以上の方の医療は「後期高齢者医療事業会計」という
特別会計で経理しています。各会計の主な内容と６５歳以上人口一人あたりの金額は、以下のとおりです。

　市債の残高が、２０１２年
度末で１,３８０億円もある
なんて、町田市の借金は
多くないですか？

下水道事業と病院事業をあわせた特別会計の
６７５億円については、下水道や公立病院の整備
状況が市によって異なるので単純比較は難し
いです。特別会計の市債は、下水道使用料や
医療収益をもとに返済していきます。

一般会計の市債について、市民一
人あたりの残高を多摩２６市で比較
すると、少ないほうから５番目の
金額です。一般会計の市債は、市
税をもとに返済していきます。

市民一人あたりに換算すると…
※人口：４２５,３８０人（２０１２年１月１日現在）

貯金の残高
（２０１２年度末見込）

ローンの残高
（２０１２年度末見込）

３２４,４６０円２１,８８０円

※円の大きさが市民一人あたりの予算額の大きさを表しています。

市政市政のの
運営のた運営のためめ
３８,５０２３８,５０２円円

子どもや障がい者子どもや障がい者、、
高齢者な高齢者などど

市民の福祉のた市民の福祉のためめ
１４５,１３４１４５,１３４円円 市民の健康市民の健康やや

より良より良いい
生活環境のた生活環境のためめ
２７,９４６２７,９４６円円

道路や公道路や公園園
区画整理など区画整理などのの

たためめ
３６,８１７３６,８１７円円

小・中学校小・中学校やや
文化、スポー文化、スポーツツ
など教育のためなど教育のためにに
３８,２２１３８,２２１円円

消防・防消防・防災災
のたのためめ

１２,０２２１２,０２２円円 市債市債のの
返済のた返済のためめ
１４,７９６１４,７９６円円

そのその他他
５,０３７５,０３７円円

市民一人あたり
予算額

３１８,４７５円

福祉のための予算の金額が一
番多いですが、その内訳はど
のようになっていますか？

高齢者福祉予算のつかいみち高齢者福祉予算のつかいみち高齢者福祉予算のつかいみち 高齢者福祉に関する予算を、2012年１月１日現在の町田市
の65歳以上人口（92,683人）で割って算出しました。

市政モニターの皆さん、
ご回答ありがとうござい
ました。
今回は、ご要望が一番多
かった「高齢者福祉」の
予算を紹介します。

市政モニターさん２００人にききました外
どの分野の予算を詳しく
知りたいですか？

（ご要望の多かった順に）
　　　　　　・高齢者福祉
　　　　　　・健康・保健
　　　　　　・国民健康保険
　　　　　　・公共施設の管理

市民一人あたりの予算額で、一番金額
が大きいのは、子どもの福祉で５８,６０７
円です。次いで生活保護世帯のためで
３０,１９９円、障がい者福祉のためで
２２,０１９円と続きます。高齢者福祉のた
めの市民一人あたりの予算額は、一般
会計だけだと２０,６４４円ですが、特別会
計で経理している介護サービスや７５歳
以上の方の医療への支出を含めると、
９６,４６３円という金額になります。

６５歳以上人口一人あたり
９４,７４８円

６５歳以上人口一人あたり
２６６,８８９円

６５歳以上人口一人
あたり ８１,０９４円


